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明 治 と デ ザ ィ ン

ー 小 室 信 蔵(1)一 ・

緒 方 康 二

(t)

日本 近 代 デ ザ イ ン史 の 展 開 を み る うえ で,東 京 高 等 工 業 学 校 工 業 図 案 科 の存

在 は 特 異 で あ る。 工 業 図 案 科 は,1897(明 治30)年3月,ま ず 東 京 工 業 学 校

附属 工 業 教 員 養 成 所 内 に設 置 され,次 い で本 科 と して置 かれ たの が1899(明 治

32)年9月 で あ るが,デ ザ イ ン関 係 の 文 書 に断 片 的 に み られ る東 京 工 業 学 校 本

科 工 業 図 案 科 に 関 す る記 述 の 多 くが,そ の 設 置 時 期 を1901(明 治34)年 と して

い る 。 こ れ は,東 京 工 業 学 校 が 東 京 高 等 工 業 学 校 と改 称 され た年(同 じ く1901

〈明治34>年)と の 混 同 に よ る も の と思 わ れ る。

デザ イ ンを 「工 業 」 の場 で と らえ よ うと した この 工 業 図 案 科 の 存 在 は,デ ザ

イ ンが 対 象 と レた 工 業 社 会 が未 成 熟 の 当 時 に あ って は,時 代 に先 ん じた もの で

あ った と い わ ね ば な ら な い。 そ の試 み は,わ が 国 に お い て機 械 化 到 達 の 度 合 が

著 しか っ た 印 刷 部 門 と そ の 関連 分 野 に お い て 成 果 を挙 げ つ つ あ っ た。 ど こ ろが,

中 央 直 轄 の教 育 機 関 に設 置 され た デ ザ イ ン教 育 部 門 と して は,東 京 美 術 学 校 に

次 ぐ(東 京 美術 学 校 図 案 科 は1896〈 明 治29>年8月 設 置)も の で あ りな が ら,

1914(大 正3)年9月5日,文 部 省 令 第25号 に よ っ て,明 確 な理 由 も な い ま ま,

突 如 廃 止 と な る。 工 業 図 案 科 の 存 在 が,東 京 高 等 工 業学 校 の大 学 昇 格 に 支 障 を
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来 す た め との 説 も流 布 さ れ,あ る いは,予 算 不 足 の た め との うわ さ も あ った が,

廃 止 の 理 由 は 明 らか で な い。 廃 止 の 決 定 は,関 係 教 官 ・在 学 生 ・卒業 生 に と っ

て 突 然 の こ とで あ り,彼 等 の失 望 落 胆 は大 き く,ま た再 建 に か け る熱 意 も並 々

な らぬ もの が あ っ た。 結 局 工 業 図 案 科 の伝 統 は,廃 止 決 定7年 後 の1921(大 正

10)年 に創 設 さ れ た,東 京 高等 工 芸 学 校 に受 け継 が れ る こ と と な る。

本 科 工 業 図 案科 の歴 史15年,工 業 教 員 養 成 所 工 業 図 案科 設 置 期 問 を含 め て も

僅 か17年 と い う短 期 の 存 在 で は あ っ た が,東 京 高 等 工 業 学 校 図 案 科 の工 業 日本

近 代 デ ザ イ ン史 上 に残 し た足 跡 は 大 き く,今 日改 め て そ の 存 在 意 義 を問 わ な け

れ ば な ら ない 。 特 に,工 業 図 案科 の創 設 期 に教 授 陣 容 の 中核 をな し,工 業 図 案

科 に お け るデ ザ イ ン教 育 の基 盤 を築 く と と も に,多 くの 有 為 の 人 材 をデ ザ イ ン

界 に送 り出 し,更 には,,当 時 の 社 会 に対 す るデ ザ イ ンの 啓 蒙 に 力 を尽 した平 山

英 三 ・井 手 馬 太 郎 ・小 室 信 蔵 につ い て も,そ の経 歴 を通 し て,わ が 国 近 代 デザ

ザ イ ン運 動 に果 した役 割 を検 証 す る必 要 が あろ う。

東 京 高等 工 業 学 校 工 業 図 案 科 と その 教 授 陣 容 に つ い て は,す で に別 稿 で概 説

した が,本 年,上 記 教 授 陣 中平 山 英 三,お よび小 室 信 蔵 の ご遺 族 の 知 遇 を得,

そ れ ぞ れ に貴 重 な ご 教 授 をい た だ く と と も に,重 要 な資 料 を通 覧 させ て い た

だ く機 会 を得 た。 何 分 に も資 料 点 数 が 多 く,全 て に わた っ て整 理 す る時機 に は

ま だ 至 ら な い が,今 回,小 室信 蔵 の孫 に当 られ る小 室 克 介 氏 よ り,信 蔵 の 自筆

に な る 『編 年 体 履 歴 書 』 を資 料 と して提 供 い た だ く ご好 意 を得 た 。

小 室 信 蔵 に つ い て も,す で に別 稿 で概 説 した が,彼 の 名 を デ ザ イ ン史 の 中

で不 動 の もの と して い る の は,本 邦 に お け るデ ザ イ ン指 導 書 の 嚆 矢 と も い うべ

き,『 一 般 図 按 法 』 の 著 者 と して の存 在 で あ る。 こ の 本 の初 版 が丸 善 よ り発 行

され た の は1909(明 治42)年 で あ るが,著 者信 蔵 の 没 後 の1924(大 正13)年 に

もな お 第10版 が再 版 さ れ て お り,こ の再 版 回 数 の 多 さは,小 室 信 蔵 の 研 究 の成

果 が,長 期 に わた っ て有 益 視 され た こ との 証 左 で も あ る。

最 近 刊 行 され た 田 中 一 光 氏 の 『デ ザ イ ンの 周 辺 』 の 中 に,「 図 案 とデ ザ イ ン」
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と題 す る次 の 一 文 が あ る。

ぼ くは そ う した 京 都 で 青 年時 代 を過 した と い う・こ と に,最 近 よ うや くそ

の 幸 運 を感 じ とれ る よ うに な っ た。 とい っ て も終 戦 直 後 の わ ず か 四 年 間 の

こ とで あ る 。京 都 市 立 美 術 専 門 学 校 の 文 字 通 り図 案科 生 で あ る。 一 年 生 当

時 は,写 生 と便 化 に終 始 す る。 便 化 とは も の の特 徴 を引 き出 しつ つ 強 調 し,

単 純 な造 形 に置 きか え る,い わ ば 図 案 の デ ッサ ンで あ る。 こ れ を徹 底 的 に

や ら さ れ る。

こ こ に要 約 され て い る 「便 化 」 とい う技 法 は,今 日で も 「デ ザ イ ン化 」 と い

う各 の も とに,デ ザ イ ンの 基礎 学 習 の 一 分 野 と して よ く行 な わ れ るが,こ の ス

ケ ッチ に も とつ くデ ザ イ ン化 の技 法 を 方 法 論 と して 欧 米 よ り導 入 し,「 便 化 」

と し て デ ザ イ ン教 育 に普 及 させ た の が,小 室 信 蔵 で あ る。

この 例 に限 らず,信 蔵 が海 外 デ ザ イ ン文 献 の 導 入 と紹 介 に積 極 的 で あ っ た こ

と は,別 表 に掲 げ た 彼 の 著 述 作 品 よ り も うか が え る。 ま た そ の著 作 点 数 の 多 さ

も,当 時 の デ ザ イ ン教 育 者 と して は 希 有 の も の で,こ の こ とは,彼 の あ く な き

探 求 心,真 摯 な研 究 態 度 を あ らわ す と と も に,彼 の デザ イ ン教 育 ・啓 蒙 に対 す

る類 い ま れ な情 熱 を示 す もの で あ る。

以 下 本 稿 で は,信 蔵 の 『編 年 体 辰 歴 書 』(以 下 『履 歴 書 』 と略 称 す る)を

も と に,彼 が 明 治 期 に お い て,わ が国 近 代 デ ザ イ ン史 の 中 に果 した 役 割 を さ ぐ

って み た い 。 な お この 『履 歴 書 』 に は,信 蔵 の 出 生 よ り世 を去 る前 年 の1921(大

正10)年12月27日 に か け て の,主 と して 彼 の 公 務 に か か わ る出 来 事 が,罫 紙99

ペ ー ジに わた り几 帳 面 な毛 筆 で 書 き込 ま れ て あ り,表 紙 裏 には,「 知 ラ レ易 キ

表 面 ノ歴 史 」 と あ る。 ま た,ペ ー ジの 欄 外 に は,信 蔵 の4人 の 弟 ・1人 の妹 の

動 静 も書 き加 え られ て お り,父 の没 後 家 督 を継 いだ 信 蔵 の,兄 弟 に 対 す る長 男

と して の 細 心 の 配 慮 の 跡 が うか が わ れ る。

この 『履 歴 書 』 は,単 に小 室 信m個 人 の経 歴 を示 す の み で な く,明 治 ・大 正

に か け て の わ が 国 近 代 デ ザ イ ンの推 移 を物 語 る,デ ザ イ ン史 の 根 本 資 料 の 一 つ
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に 挙 げ ら れ るべ き も の で あ ろ う。

(2)

秋 田 藩 士 小 室 秀 俊 は,字 を子 傑,通 称 源 吉,号 を怡 々 斎 と い い,1837(天 保

8)年12月27日 の 生 れ,秋 田 に お け る狩 野 派 の 画 家 と して,幕 末 ・明 治 を通 じ

名 を成 して い る人 物 で あ る。 本 姓 は 二 葉 氏,秋 田 藩 士 二 葉 代祐 の 三 男 に 当 るが,

幼 年,小 室 秀 毅 の養 子 と して その姓 をつ い だ 。 祖 父 二 葉 膠 山 も 文 晁 に就 い て絵

を よ く し,秀 俊 も祖 父 の 素 養 を受 け継 い だ 。 養 父 秀 毅 は,秀 俊 の天 分 を認 め る

に お よ び,菅 谷 秀 谷 や 津 村 洞 養 に就 い て絵 を学 ば せ た 。『大 人 名 辞 典 』によ れ ば,小

室 怡 々 斎 は,狩 野 派 で は あ る が容 斎 派 の 前 賢 古 実 な ど を研 究 し,人 物 ・背景 ・

調 度 な どは 必 ず し も粉 本 に拘 泥 せ ず,研 究 の 上 こ れ を画 い た と あ る。

1884(明 治17)年 に開 催 さ れた 第2回 内 国 絵 画 共 進 会 に は,秋 田 よ りは小 室

秀 俊 をは じめ,津 村 洞 養 ・寺 崎 広 業 ら15名 の 画 家 が 出 品 者 と し て名 を連 ね て い

る が,こ の う ち半 数 の7名 が 小 室 秀 俊 を師 と して お り,秋 田 に お け る秀俊 の 画

家 と して の 力量 を しの ば せ て い る。

小 室 信 蔵 は この 秀 俊 の 長男 と して,1870(明 治3)年11月19日,羽 後 国(秋

田 県)秋 田郡 田 町10番 地 に生 れ た 。

1877(明 治10)年 に は 秋 田 師 範 学校 附 属 小 学 校(当 時 は太 平 学 校 と称 した)

に 入 学,1884(明 治17)年7月 に同 校 小 学 高 等科7年 を卒 業 した。 また,同 年

8月 以 降,信 蔵 は津 村 洞 養 お よ び 父 秀 俊 に つ い て,狩 野 派 の絵 画 を学 び始 め て

い る。 こ の 時 父 よ り学 ん だ 日本 画 の 知 識 と技 術 は,の ち に信蔵 が欧 米 の デ ザ イ

ン関 係 の 文 献 の 飜 訳 と紹 介 に勉 め た 時,偏 狭 な欧 米 崇 拝 に か た む か ず,折 にふ

れ て伝 統 的 日本 美 術 の 豊 富 な 実例 や 背 景 を なす 歴 史 を引 用 しつ つ 欧 米 デザ イ ン

思 潮 の 啓 蒙 と普 及 を計 る と い う,信 蔵 独 自の 方 法 論 の展 開 に役 立 つ こ と と な っ

たQ
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同 じ く1884(明 治17)年 の9月,信 蔵 は秋 田 中学 に入 学 した が,1学 年 を終

え た翌 年 の9月,「 家 事 ノ都 合 ニ ヨ リ」 退 学,以 後 日本 画 の 研 鑽 をつ む か た わ

ら小 松 弘 毅 に就 い て漢 籍 を,栖 山楊 武 館 に剣 術 ・柔 術 を学 ん で い る。 その 後,

1888(明 治21)年 に 至 り,3月 か ら9月 にか け て秋 田 簿 記 専 修 舎 にお い て,官

用 ・銀 行 ・商 用 の各 簿 記 を も習 得 し た。

1889(明 治22)年4月,小 室 信 蔵 は秋 田県 尋 常 師 範 学校 に入 学 す る。 こ の 師

範 学 校 へ の 入 学 は,信 蔵 の 教 育 者 と して の 第 一 歩 をふ み 出 す 契 機 を なす と と も

に,こ こ で 身 につ け た 語 学 力(英 語)は,の ち に信 蔵 が 欧 米 の デ ザ イ ン文 献 を

渉 猟 す る た め の 力 とな った 。 ま た 日本 画 にお い て も頭 角 を現 わ し,在 学 中 と卒

業 後 に,秋 田伝 神 会 主 催 の絵 画 品評 会 に 出 品 し褒 賞 を得 て い る。 この秋 田 伝 神

会 と は,郷 土 角 館 出 身 の 日本 画 平 福 穂 庵(平 福 百 穂 の 父)死 去 の 翌 年1891(明

治24)年 に,穂 庵 の 追 善 を 目的 と し て,京 都 の 大 家 鈴 木 百 年,東 北 出 身 の 南 画

家 菅 原 白竜 を迎 え開 か れ た も の で,絵 画 品 評 会 は その 後 も継 続 され,信 蔵 は そ

の 第1回 と思 わ れ る1891(明 治24)年 に,「 木 村 長 門 守 図」 に よ り三 等 賞 を,

翌 年 は 「孔 雀 」 に よ り一 等 賞 を得 て い る。

1893(明 治26)年3月 師 範 学 校 を卒 業,秋 田 県 管 内 に お け る小 学 校 教 員 の 資

格 を得 た。 これ に よ り,同 年4月 よ り秋 田市 高 等 小 学 校 の 勤 務 につ い た が,4

年 後 の1897(明 治30)年7月,信 蔵 は 新 設 され た 東 京 工 業 学校 附 属 工 業 教 員 養

成 所 工 業 図 案 科 に,そ の 第1期 生 と して 内 地 留 学 す る こ と と な り,以 後 本 務 の

小 学 校 は,休 職 扱 い と な っ て い る。

(3)

小 室 信 蔵 が東 京 高 等 工 業 学 校 に入 学 す る1897(明 治30)年 ま で のわ が 国 近 代 デ

ザ イ ン史 の 流 れ の う ち,ヴ ィー ン万 国博 覧 会 へ の 参 同 か ら金 沢 区 工 業 学校 の創

立(1887〈 明 治20>年)ま で に つ い ては,『 デ ザ イ ン理 論 』 第12号(昭 和48年

12月)誌 上 で概 説 した。 以 後1900(明 治33)年 まで の わ が 国 の デ ザ イ ン思 潮 は,
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ウィーン万博参同者を中心に醸成 された国粋主義的思想 をバックボーンとして,

日本伝統美術工芸を至上のものとす る考え方が主流 を占めていた。

一方産業界は,日 清戦争の戦勝 を機 に,急 速な発展 と近代化の道 を歩み始め,

これに呼応 した技術者の組織的養成が急務となる。 このため工業教育 を重点に,

明治30年 に前後 して,「 実業教育費国庫補助法」 ・ 「実業学校令」が制定 され,

実業教育機関の積極的充足が計られてゆく。明治時代のデザイン教育機蘭の設

置が,明 治30年 前後 に集中している所以である。

1894(明 治27)年6月,「 実業教育費国庫補助法」に附帯 して発布 された「工

業教員養成規定」 にもとづ き,工 業教員養成所が東京工業学校内に設置 された。

東京工業学校でのデザイン教育は,こ の養成所に1897(明 治30)年 設置された

工業図案科 に始まる。設置の主旨は当時の新鋭生産技術として脚光 をあびつつ

あったロール捺染や陶磁器における転写技術に代表 される大量生産機構 に対応

した 「一型 ヲ以テ多数品種二応用シ得ル技能 ヲ有シ且ツ製造上ノ学理 ヲ知悉シ

タル」デザイナーの養成,お よび染織 ・窯業などの地方産業に密着 した実業学

校のための図案科教員の養成にあった。

小室信蔵は,こ の新設の工業図案科へ,秋 田県の県費留学生として入学する

こととなった。辞令交付は1897(明 治30)年7月23日 付,信 蔵は27才 であった。

進学の動機は,師 範学校卒業後 も勉学を継続するため上京 したい希望 を持 ち

続けていたこと,東 京工業学校工業図案科の新設 を知 り,新 しい科目に心 をひ

かれたらしいことであり,東 京美術学校 を進学の対象としなかったのは,父 秀

俊の薫陶により,日 本画の素養はすでに身につけていた為 とのことである。(信

蔵 の妹,田 坂常氏による)

開設当初工業図案科に課せられていた授業科目は,数 学 ・物理学 ・化学 ・機

械製図 ・授業法 ・工業経済 ・工業衛生 ・英語 ・体操のほか,専 門科 目として,

図案材料 ・図画(用 器画 を含む)・ 実習があった。 この うち図案材料は,そ の

内容が更 に図案法 ・工芸史大意 ・器物鑑識大意 ・古実有職大意 ・建築装飾大意
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に 分 か れ,実 習 には,図 案 実 習 ・図 案 特 修(3年 の み)お よ び 図 案 を も と に実

地 に製 作 させ るた めの 金 工 ・木 工 ・漆 工 ・陶 磁 器 ・染 繊 工 と その 製 作 特 修(3

年 の み)が 課 せ ら れ て い た。 履 習 時 間 は3ヵ 年 を通 じ実 習 が最 も多 く109時 間,

この う ち図 案 実 習 が66時 間 を 占 め て い る。 次 い で絵 画 の57時 問,図 案 材 料 の20

時 間 で,こ れ ら3科 目 の授 業 時 数 は3年 間 の総 授 業 時 数249時 間 の72%を 占 め

る こ とに な る。

図 案 関係 教科 の 内 容 は,基 本 的 に は18世 紀 後 期 の ヨー ロ ッ パ に お け る デ ザ イ

ン教 育 の主 流 で あ っ た,伝 統 的様 式 学 習 と その 再 構 成 を踏 襲 して い る。 例 えば

図 案 実 習 の 内 容 は,『 東 京 工 業 学 校 一 覧 』 に よ れ ば,「 其 方 法 ハ 各 時 代 ノ 図 案

様 式 ヲ臨 画 セ シ メ各 工 業 品 ノ標 本 ヲ真 写 シテ 形 状 ノ組 織 模様 ノ配 置 色 彩 ノ配 合

ヲ知 ラ シ メ(中 略)図 案 ヲ作 ラ シ ム」 と あ る。

工 業 図 案 科 の創 設 期 に図 案 関 係 教 科 を担 当 して い た の は,平 山 英 三 ・前 田健

次 郎 ・島 田 佳 矣 で あ る。 平 山 英 三 に つ い て は,稿 を改 め て詳 述 しな け れ ば な ら

な い が,ウ ィー ン万 博 の際 随 行 の一 員 と して渡 欧,こ の 博 覧 会 参 同 の一 大 特 色

で あ る技 術 伝 習 に際 し,主 に ウ ィー ン美 術 工 業 博 物 館 附 属 美 術 工 業 学 校 に お い

て,長 期 に わ た る デザ イ ンの 研 鑽(ウ ィー ン万 博 の 記 録 で あ る 『澳 国 博 覧 会 参

同 記 要 』 で は,伝 習 の 内 容 を 「工 作 図 学 」 と して い る が,実 態 と して は 「応 用

美 術 」の 研 鑽)に は げ ん だ 。 わ が 国 に お け る,海 外 教 育 機 関 に よ る デ ザ イ ン研 修

者 の 嚆 矢 で あ り,石 井 研 堂 の 『明 治 事 物 起 原 』 に も,「 洋 式 図 案 学 習 の 始 」 と

して 紹 介 され て い る。 前 田 健 次 郎 は1814(天 保12)年 江 戸 の 生 れ,古 器 古 書 画

の 鑑 定 に通 じ,有 職 古 実 に も詳 し く,1896(明 治29)年 よ り東 京 美術 学 校 で,

考 古 学 及 び 図 案 の 授 業 を嘱 托 され て い た。 島 田 佳 矣 は1870(明 治3)年 金 沢 の

生 れ,明 治 デ ザ イ ンの 先 覚 者 納 富 介 次 郎 に影 響 を受 け,金 沢 区工 業 学 校 美 術 工

芸 部 に入 学 す る が,1889(明 治22)年 東 京 美 術 学 校 絵 画 科 に転 学,日 本 画 を学

ぶ か た わ ら独 自 に 図 案 の 研 究 をつ ん だ。 卒 業 の1894(明 治27)年 東 京 工 業学 校

に本 科 共 通科 目 の 図 画 担 当 の助 教 授 と して 奉 職,附 属 工 業 教 員 養 成 所 は嘱 托 と
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して指導に当っていた。 一

信蔵の経歴よりみて,父 秀俊の指導により日本伝統美術への眼は充分に開か

れており,有 職古実 についてもその知識 を得ていた筈であるから,前 田や島田

の授業内容には,あ る程度通 じていたと思われる。指導教官中,信 蔵が最も影

響 を受けたのは,平 山英三であろう。信蔵は平山英三によって,.海外への眼を

開かれたと考えてよい。

在学中の信蔵 については,信 蔵 と工業図案科の同期生で,信 蔵の没後,そ の

後任として愛知県立工業学校図案科長の職を継いだ中野喜平 が,信 蔵の訃報 を

伝 える雑誌 『現代之図案工芸』に寄せた 「学生時代の小室君」と題する追悼文

の中で,並 外れた勤勉家であったと述べている。この真摯な研究態度は,工 業

図案科卒業後没年に至るまで持続 されているが,後 年デザインに関する幾 多の

著述が発表 される基盤は,東 京工業学校在学 ・在職中につちかわれたものであ

る。

『履歴書』では,信 蔵 の工業図案科在学中の活動 については,殆 んど触れ ら

れていない。図案に関することとして,僅 かに1899(明 治32)年4月,「 自作

文房具四種一組 ノ図案皇后陛下御用品 トシテ用ヒラル」,同 年12月,「 自作図

案懸賞二当リ博文館文芸倶楽部表紙 二用 ヒラル」とあるのみである。

(4)

小室信蔵 が工業図案科 を卒業する前年の1899(明 治32)年9月,工 業教員養

成所に加 えて本科 にも工業図案科 が設置 された。科長は特許局 と兼務で,工 業

教員養成所工業図案科以来の講師平山英三がその任 に当 り,兼 務の科長の補佐

として,イ ギリス帰 りの新進デザイナー井手馬太郎 を副科長 に迎えた。小室信

蔵 は,卒 業の年の一年間は師として,卒 業後母校に奉職 してからは職場の上司

として井手と接する二とになるが,信 蔵 と井手馬太郎との邂逅は,井 手のもた

らした最新の欧米デザ イン情報 とともに,信 蔵 に鮮烈な刺激 を与 え,信 蔵の目
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を,デ ザ イ ン先 進 国 と して の イ ギ リス ・ア メ リカ に向 け させ る契機 とな っ た 。

井 手 は帰 国 に際 し欧 米 の デ ザ イ ン文 献 をた つ さ え,授 業 の為 の 参 考 書 と し た が,

信 蔵 は そ れ らの 文 献 を,丸 善 を通 し苦 心 して入 手 して い る。(田 坂 常 氏 に よ る)
雪

井 手 馬 太 郎 は,1869(明 治2)年12月20日,福 岡 県 糸 島 郡 周 船 寺 村(現 在 の

福 岡 市 西 区)に 生 れ た。 郷 里 に あ って は,小 学 校 の 教 員 を二 度 程 勤 め,役 所 に

も一 時 籍 を置 い た が,1889(明 治22)年 渡 米,サ ンフ ラ ン シ ス コ のMarkHop・

kinsInstituteofArt(現 在 のSan・FranciscoArtInstitute)に 美 術 を学 ん

だ 。1895(明 治28)年 には ヨー ロ ッパ に渡 り,翌1896(明 治29)年 に ロ ン ドン

の グ リニ チ敷 物 株 式 会 社 に デ ザ イ ナ ー と して の 職 を得,ニ ュ ー クロ ス 美 術 学 校

(現在 の ロ ン ドン大 学Goldsmiths'College)夜 間 部 に入 学 デ ザ イ ンの研 修 に

は げ む か た わ ら,同 年 制 定 さ れ た農 商 務 省 海 外 実 業 練 習 生 に も選 ば れて い る。

そ の 第1期 生 で あ る。

更 にユ897(明 治30)年 には,ロ ン ドンで 井 手 図 案 所 を設 立,翌1898(明 治31)

年 ニ ュー ク ロ ス 美術 学 校 を修 了,同 年 ロ ン ドンのSocietyofDesigners(1896

〈明 治29>年 設 立)のPrivateMemberに も な っ た。1899(明 治32)年5月 の

帰 朝 は,新 設 さ れた 東 京 工 業 学 校 本科 工 業 図 案 科 副科 長 就 任 の た め と も考 え ら

れ る が,上 に み る よ うな海 外 で の,デ ザ イ ン教 育 ・実 務 に 関 す る華 々 し い活 動

歴 は,海 外 経 験 者 の 少 な か っ た 当 時 の わ が国 デ ザ イ ン界 に あ っ て は,衆 人 の瞠

目す る 所 で あ っ た に違 い な い 。小 室 信 蔵 が後 に文 部 省 海外 留 学 生 に選 ば れ た時

(身体 検 査 の結 果 留 学 は 実 現 し な か っ た),そ の 留 学 先 を ア メ リ カ と定 め て い

た こ とは,一 つ に は 昔 手 の強 い 影 響 が あ った もの と推 定 さ れ る。

井 手 馬太 郎帰 国 の 翌 年,そ し て小 室 信 蔵 が 工 業 図案 科 を卒 業 し,助 教 授 と し

て母 校 工 業 図 案 科 に奉 職 す る こ とに な っ た1900(明 治33)年 は,わ が国 の デザ

イ ン運 動 に大 きな転 機 を もた らす パ リ万 国 博 覧 会 参 同 の年 で あ っ た。1900年 パ

リ万博 で は,日 本 伝 統 美 術 工 芸 品 を も っ て,わ が 国 が 文化 国 家 で あ り また 経 済

国 と して も競 走 力の あ る こ と を示 す 重 要 な要 素 と考 え,従 来 に例 をみ な い大 々
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的 出 品 を行 な っ た が,当 地 に お け る わが 国 出 品物 の 評 価 は 散 々 な もの で,伝 統

日本 美 術 工 芸 上 主義 と い う ウ ィー ン万 博 以 来 の 伝 統 を墨 守 した デ ザ イ ン に対 し

て は,強 く反 省 が 求 め られ,改 革 を求 め る声 が わ き上 る結 果 と な っ た。 た だ 万

博 の会 期 は,4月15日 よ り11月5日 ま で で あ り,パ リ博 の 反 省 を も と に した デ

ザ イ ン改 革 運 動 は,翌 年1901(明 治34)年 に持 ち越 さ れ た感 が あ る。

小 室 信 蔵 の デ ザ イ ン活 動 が活 発 化 す る の も,1901(明 治34)年 か らで あ る。

まず,2月 に 「自作 図按 ヲ美 術 協 会 二 出 品 」,日 本 美 術 協 会 よ り最 優 秀 と認 定

さ れ,褒 賞 の 銀 盃 を得 て い る。続 い て同 月22日 に は 日本 美 術 協 会 の 通 常 会 員 と

な り,以 後 自作 図案 の 数 々 を協 会 に出 品,多 くの褒 賞 を得 る と と も に,1906(明

治39)年 に は,協 会 主 催 の 第39回 美 術 展 覧 会 に お け る図 按 審 査 委 員 も委 嘱 され

て い るQ

デザ イ ン界 の 動 き と して は,パ リ博 の 反 省 に と も な うデザ イ ン改 良 推 進 の た

め の諸 団体 の 結 成 が,1901(明 治34)年 に集 中 して お り,陶 画 協 会 ・日本 図 案

会 ・大 日本 図 案 協 会 の 名 を挙 げ る こ とが 出 来 る。 中 で も,特 に大 日本 図 案 協 会

は,東 京 工 業 学 校 工 業 図 案 科 の 出 身 者 ・関係 教 官 を中 心 に,当 時 の プ ロ フ ェ ッ

シ ョナ ル な デザ イ ナ ー を糾 合 した,わ が 国初 の デ ザ イナ ー 団 体 で あ り,近 代 デ

ザ イ ン史 上 特 筆 す べ き存 在 で あ る。 こ の協 会 は,付 帯 事 業 と して機 関 誌 『図按 』

を発 行,新 しい デ ザ イ ン思 潮 の紹 介 を行 な うな ど,当 時 の デ ザ イ ン界 に 多 大 の

啓 蒙 的 役 割 を果 して い る。 『図按 』 を通 覧 す れ ば,小 室 信 蔵 をは じめ 井 手 馬太

郎 ・鹿 島英 二(又 仙 の 号 を用 い て い る)・ 森 本 十 七 八 ら多 くの 東 京 工 業 学 校 工

業 図 案 科 出 身 者 が,執 筆 者 に名 を連 ね て い るの が判 る が,特 に小 室 信 蔵 は,執

筆 回 数 の 多 さ も さ る こ とな が ら,協 会 の 幹 事 と して 会 計 あ る い は編 集 者 と して

の 任 に も当 り,-協 会 の 維 持 運 営 に 多大 の 力 を な して い る。 こ の大 日本 図 案 協 会

で の信 蔵 の 数 多 い 著 述 活 動 は,後 の 信 蔵 独 自の 方 法 論 展 開 に,極 め て 有 意 義 に

働 い て い る こ とは 否 め な い が,『 履 歴 書 』 に は,協 会 に お け る活 動 の 記 録 は 殆

ん ど見 当 ら な い 。
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さて 、1902(明 治35)年 は 、 信 蔵 に と つて 重 要 な 年 と な った 。 この 年 の6月

20日 、 農 商 務 省 よ り、 工 業 図 案 科 で の 同 期 生 で あ り同 僚 で も あ る助 教 授 森 本 十

毛八と共に、 「清国二於ケル貿易品ノ意匠図案取調」方 を委 嘱 され 中 国に関

す る知 識 を直接 吸 収 す る機 会 に恵 ま れ る こ と と な った 。 信蔵 に と って は 、 生 涯

唯 一 の海 外 旅 行 と な る。7月3日 横 浜 よ り西 京 丸 に乗 船 、9日 上 海 着 、 以 後 杭

州 ・蘇 州 を経 て 上 海 に戻 り再 び西 京 丸 にて8月27日 神 戸 着 、 東 京 帰 着 は29日 で

あ る。 こ の調 査 旅 行 の報 告 書 は森 本 と共 同 執 筆 の 予 定 で あ つた が 、森 本 は 郷 里

(兵 庫 県)に 帰 着 後 間 も な い9月1日 に 、 コ レ ラ に罹 り急 逝 し,農 商 務 省 へ の

報 告 は,一 切 信 蔵 の 手 に ゆ だ ね られ る こ と に な っ た 。 こ の報 告書 は 農 商 務 省 商

工 局 よ り,『 清 国 染 織 刺 繍 物 二 関 ス ル 意 匠 図按 調 査 報 告 』 と して2年 後 の1904

(明 治37)年12月 刊 行 され て い る。 この 中 に は,多 くの織 物 を中 心 と した 参 考

図 が 石 版 多色 印 刷 で収 録 さ れ て い る が,田 坂 常 氏 に よ れ ば,こ の 原 図 を作 成,

報 告 書 に添 えて 提 出 した 際,織 物 の色 とい い柄 と い い 本 物 と見 まが うば か りで,

そ の 出 来 映 え は農 商 務 省 当局 を驚 嘆 せ しめ た と の こ と で あ る。

(5)

1903(明 治36)年 は,信 蔵 の 方 法 論 の起 点 を な す 「通 俗 図案 法 」 発 表 の 年 で

あ る 。 この 年 は正 月 早 々,後 に海 外 留 学 を断 念 せ ざ る を得 ない 原 因 と な っ た 肋

膜 炎 を発 病,こ の の ち も幾 度 か この 病 の 再 発 に悩 ま され て い る。

「通 俗 図 案 法 」 は ,『 図按 』 の 第18号 よ り第21号 ま で 連 載 され,7ペ ー ジの

図 版 と11ペ ー ジ の解 説 よ りな る小 文 で あ るが,こ の 「通 俗 図 案 法 」 こ そ,そ の

の ち信 蔵 が著 した一 連 の デ ザ イ ンに 関 す る方 法 論 の 起 点 をな す もの で あ り ま た,

わ が 国 ヒ お け る方法 論 の 嚆 矢 と も考 え られ る。 小 室 は連 載 の 第1回 に お い て,

普 通 教 育 に お け る図 案 教 育 が近 年 重 視 され始 め た こ と,お よ び従 来 の デ ザ イ ン

指 導 が理 念 を説 くこ と に終 始 し,方 法 論 へ の 視 点 が 欠 け て い た こ と を指 摘 して

い る。 デ ザ イ ン教 育 者 と して の 鋭 い視 点 で あ る が,信 蔵 に方 法 論 の 必 要 性 を痛
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感 せ しめ た の は,『履 歴 書 』 に記 載 され て い る この 年 の7月 と.g月 に 始 まっ た 学

外 で の講 習 会 活 動 で あ ろ う。 この 時 は い つ れ も東 京 府 北 豊 島 郡 教 育 会 の 嘱 托 に

よ り行 な った も の で,土 曜 ・日曜 の 両 日 を用 い て小 学 校 図画 教授 法 を講 じて い

る。 その後 信 蔵 の 講 演 は,東 京 府 外 の他 県 か ら も要 請 を受 け る こ と に な るが,

こ う した 講 習 会 活 動 が,そ の の ち彼 の 「図 案 法 講 義 」 を生 み,『 一 般 図按 法 』

へ と結 実 す る。

「通俗 図 案 法 」 は
,用 器 画 法 を も と に したパ ター ン作 成法 を説 くも の で,用

具 の 説 明 よ り始 ま る。 次 いで そ の運 用 に よ る 多 角形 ・円 ・楕 円 の 作 図 法,円 と

多 角形 の 結 合 につ い て述 べ,そ れ ぞれ の パ ター ン と して の応 用 を,日 本 の伝 統

模 様 に よ り図 版 で 示 した もの で あ る。 この 手1頂は,J.Wardの"ThePrinci-

plesofOrnament"に ヒ ン トを得 た の で は な い か と考 え ら れ るが,.こ の 点 に

つ い て は 別 稿 で概 説 した の で,こ こで は 「通 俗 図 案 法 」 が 方 法 論 を展 開 した 点

で ユ ニ ー クで あ る と と も に,外 国 文 献 との 関 連 が認 め られ る点 を指 摘 す る に と

どめ る。 信 蔵 の外 国 文 献 の 紹 介 は これ 以 後 活 発 と な る。 主 と して イ ギ リスで 発

刊 さ れ た もの の紹 介 が 多 い点,井 手,馬太 郎 の示 唆 を 考 えぬ 訳 に は ゆ か な い。 こ

の 頃 す で に,信 蔵 の外 国 文 献 渉 猟 と読破 が始 め ら れ て い る。 例 えば 『図按 』 第

26号 ・第29号 には,「 支 那 の 装 飾 模 様 」 が紹 介 さ れ て い る が,こ れ はOwen

Jonesの"ExamplesofChineseornamentselectedfromobjectsinthe

SouthKensingtonMuseumandothercollections"(London,1867)の 抄

訳 で,中 国 で の 信 蔵 の 見 聞 が,OwenJQnesの 記 述 を親 しみ 易 い もの と した こ

と に よ る の で あ ろ う。 こ のほ か外 国 関 係 資 料 の 紹 介 と して は,『 図按 』 第34号

・第35号 に 「英 人 の 眼 に映 ぜ る 日本 図 案 」 を連 載 して い る。 こ れ は,ポ ー ル ・

エ ス ・ハ ス ル ッ クの 『デ コ ラテ ィ ブ ・デザ イ ン』 の抄 訳 と の こ とで あ る が,原

著 に関 す る詳 細 は 不 明 で あ る。

1906(明 治39)年 は,東 京 高 等 工 業 学 校 工 業 図 案 科 に と っ て波 乱 め 年 で あ っ

た。 教 員 ス タッ フ の 大 巾 な 人 事 移 動 が行 な われ て い る。 す な わ ち,副 科 長 の井
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手 馬 太郎 ど横 井 時 冬 ・荒 木 寛 畝 が 退 職 し,平 山英 三 は講 師 と して は とど ま っ た

もの の科 長 の 職 は 辞 して い る。 以 後 副科 長 も置 か れ て い な い。 在 籍 教 官 中 半 数

の 移 動 で,の ち に留 任 者5名 中本 科 工 業 図 案 科 設 置 時 か らの平 山 英 三 と と も に,

小 室信 蔵 が 揃 っ て 退 職 して いるところをみ る と,単 に人 事 の新 旧 交 替 で は説 明 の つ

か ない複 雑 な事 情 が,そ の 背 後 に か くさ れ て い た と考 え ざ る を得 な い。 信 蔵 が

『履 歴 書 』 の表 紙 裏 に,「 知 ラ レ易 キ 表 面 ノ歴 史 」 と断 り を入 れ た の は,こ の

間 の 事情 が か ら んで い るの で は な か ろ うか。

大 日本 図 案 協 会 の 活 動 が,前 年 の1905(明 治38)年 末 頃 よ り低 下 し,機 関 誌

の 発 行 も こ の年 に は途 絶 え勝 ち とな り,遂 に は 第36号(明 治39年2月)を もっ

て 停 止 して い る こ とは,こ の 大 巾 な人 事 移 動 と無 関 係 とは 思 え な い 。

こ う した変 動 の時 期 に あ っ て,信 蔵 は彼 の 方 法 論 を更 に発 展 させ る推 進 力 と

な っ た東 京 府 教 育 会 主 催 の図 案講 習 会 講 師 を委 嘱 され る。 内 容 は,工 業 補 習 学

校 普 通 科 教 員講 習会 に お い て,工 業 に関 す る図 案 の講 話 を行 うこ とで,普 通 教

育 と異 な り,講 話 の 内 容 に,よ り専 門 的 知 識 ・技 術 を盛 り込 む必 要 が あ っ た と考

え られ る。 開 講 は1905(明 治8)年11月11日,以 後12月 ま で継 続 され た。

続 い て1906(明 治39)年9月7日 に も,再 び教 育 会 の 委 託 を受 け,厂 図按 講

義 」 を毎 週 土 曜 日午 後3時 間 宛,本 所 東 京 職 工 学 校 にて 行 な った。講 演 は11月17日

10回 を も っ て完 了 した が,1906(明 治39)年8月21日 発 行 の 『工 芸 講 義 録 』 第

8号 に収 め られ て い る信 蔵 の 「図 案 法 講 義 」 は前 年 の 講 習会 の 内 容 に加 筆,整

理 を加 え,上 に述 べ た この 年 の 講 習 会 の た め に,準 備 され た もの と筆 者 は 推 定

して い る。

その緒 論 に,「 二 三種 の 西 洋 種 を種 と して な るべ くは 日本 の 例 を も っ て順 次

に説 明 しや う と思 ふ 。」 と あ るが,基 本 的 にはF.G:Jacksonの"Lessonson

DecorativeDesign"(London,1900)を 底 本 と し て い る こ とは,目 次 の 比 較

よ りみ て も 明 ら か で あ る。 この 点 につ い て も別 稿 で述 べ た が,目 次 に お け る,

LinearOrnamentを 「白描 法 」,BrushWorkを 「没 骨 描 法 」と した とこ ろな どは,
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父 秀 俊 よ り日本 画 の薫 陶 を受 け た信 蔵 の面 目躍 如 た る もの が あ る。 この 「図案

法 講 義 」 が 方 法 論 と し て画 期 的 で あ っ た の は,前 述 の 「通 俗 図案 法 」 に比 べ て

格 段 に 内 容 が豊 か(全170ペ ー ジ)で あ る こ と も さ る こ と な が ら,自 然 物 の ス ケ

ッチ と観 察 を も と に した デ ザ イ ン化 を通 じて,新 しい パ ター ン を生 み 出 す 為 の

「便 化 」 と名 づ け られ た 方 法 論 を導 入 した点 に あ る
。 この 「便 化 」 が,名 前 こ

そ忘 れ られ つ つ あ る もの の,今 日 な お デザ イ ンの 基 礎 ト レー ニ ン グの 一環 と し

て 行 な わ れ る こ と の あ る こ とは序 論 で 述 べ た 。

「便 化 」 の 語源 で あ るConventionalあ るい はConventionalizationは
,も と

も とOrnamentの 世 界 で の 用 語 で,「 様 式 化 」 あ る い はOrnanentに お け る

realisticに 対 置 す る概 念 で あ る。 従 って 「便 化 」 が今 日の デ ザ イ ンの基 礎 トレ

ー ニ ン グ とは完 全 に同 一 で は な い 。

信 蔵 は初 め このConventionalを 「硬 化 」 と訳 して い た ふ しが あ る。 先 述 の

「図 按 』 第26号(明 治37年5月)「 支 那 の 装 飾 模 様 」 に おい て
,「 模 様 構 成 に

関 し硬 化 さ る資 料 」 ・ 「清 国 が硬 化 した る模 様 的形 状 」 あ る い は 「硬 化 を処 理

す る技 術 」 と して,た び た び 「硬 化 」 の 文 字 を 用 い て い る。 「便 化 」 は 同 じ く

『図按 』 第34号(明 治38年8月)の 「英 人 の 眼 に映 ぜ る 日本 の 図 案 」 で
,「 純

粋 な る便 化 の正 鵠 を得 る正 当 の 手段 」 と して初 め て 登 場 す る。 英 語 のConven・

tionalは,当 時 の 辞 書 を も っ て して も,「 硬 化 」,「 便 化 」 と い う訳 語 に は結

び つ きに くい。 恐 ら くは,抽 象 化 され た 形 態 が,写 実 に対 し て幾 分 の 「硬 」8い印

象 を もつ こ と に よ り 「硬 化 」 の訳 が 生 れ,こ れ がConventionalの 言葉 の ひ び

き と,文 字 と して の 「硬 」 と 「便 」 の類 似 性 に よ り 「便 化 」 に落 ちつ い た もの

と も考 え られ る。 こ れ は,Conventionalの 訳 者 を小 室 信 蔵 と した筆 者 の 推 論 で

あ る が,中 村 達 太 郎 の 『日本 建 築辞 彙 』(初 版 明 治39年6月,筆 者 が参 照 した

の は 明 治41年4月 の 第4版)に,「 天 然 物 二 人 意 ヲ加 ヘ テ正 整 ナ ル形 ニ ナ ス コ

ト」 と便 化 の説 明 が な ざれ て お り,建 築 装 飾 の世 界 で は,早 くか らこ の訳 語 が

用 い ら れ て い た と も考 え ら れ る。 また の ちの 『一 般 図 按 法 』 の 基 本 的 構 想 が,
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こ の 「図 案 法 講 義 」 に あ っ た こ とは,目 次 に み え る方 法 論 展 開 の 手 順 が 殆 ん ど

同 じで あ る こ と に よ っ て も明 らか で あ る。

1907(明 治40)年,信 蔵 は 東 京 府 よ り,東 京 勧 業 博 覧 会 審査 補 助 を委 嘱 され

て い る が,こ の 博 覧 会 は,東 京 高 等 工 業 学 校 図 案 科 に お い て 試 み られ て い た信

蔵 の デ ザ イ ン教 育 の 方法 が そ れ まで の 発 表 の機 会 で あ っ た 特 定 教 員 を対 称 とす

る講 習 の枠 を超 え て,一 般 に 公 開 さ れ衆 知 さ れ る場 を提 供 す る こ と と な っ た。

この 博 覧 会 に参 画 した 東 京 高 等 工 業 学 校 工 業 図 案 科 は,信 蔵 の 教 授 法 を 「図 案

教 授 法 順 序 」 と して 展 示 した が,デ ザ イ ン教 育 に 対 す る関 心 の 高 ま りつ つ あ っ

た 当時 に あ っ て 質 問 を受 け る こ と が 多 く,こ れ を 『おだ ま き』 の タイ トル で 一

冊 の本 に ま と め,大 日本 図 案協 会 の編 に よ り刊 行 す る こ と とな っ た。

『お だ ま き』 は ,図 案 教 授 の 順 序 と し て,「 図 案 法 講 義 」 を簡 略 化 した 実 物

看 取 ・便 化 創 案 ・独 立 適 合 ・二 方 連 続 ・散 点 連 続 ・形 状 区 画 ・装 飾 の8項 目 を

と り あ げ,そ れ ぞ れ に色 刷 りの 図 を添 え て解 説 が な され て い る が,こ の 書 は 山

形 寛 氏 に よ れ ば,「 図 案 教 授 の夜 明 を告 げ る よ うな意 昧 を もつ も の」 と な っ た 。

1907(明 治40)年 は ま た,信 蔵 が文 部 省 の 海 外 留 学 生 に推 挙 され な が ら,身

体 検 査 の結 果 不 合 格 と な っ た時 期 で は な い か と思 わ れ る。 この 件 につ い て は,

『履 歴 書 』 に も触 れ られ て い な いの で時 期 を特 定 す るの は むつ か し い が,『 松

岡 寿 先 生 』 の 中 に,松 岡 が平 山 英 三 の あ と を継 い で 工 業 図 案 科 長 と して就 任 後,

工 業 図 案 科 よ り も海 外 留 学 生 を送 り出 そ うと小 室 信 蔵 を 当局 に推 した が,身 体

検 査 の結 果 不 合 格 と な っ た の で,代 り に信 蔵 の2年 後 輩 で 当時 信 蔵 と同 じ く助

教 授 で あ った 安 田 禄 造 が オー ス トリア に赴 く こ と に な っ た と あ る。 松 岡 の 科 長

就 任 は1906(明 治39)年9月15日 で あ る か ら,留 学 の 一 件 は こ れ よ り後 に な る。

信 蔵 は 留 学 地 を ア メ リ カ と定 め て い た。 これ には 第1に 英 語 に秀 で て い た の

で,英 語 圏 を留 学 地 の対 象 と した こ と,第2に 井 手 馬太 郎 よ りア メ リ カ ・イギ

リス の 情 況 に つ い て,詳 しい情 報 を得 て い た こ と,第3に,外 国 文 献 の 研 究 の

中 か らア メ リ カの 研 究 者DenmanW.RossやE.A.Batchelderら の 著 作 に
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接 し,デ ザ イ ン理 論 究 考 の 地 を ア メ リカ に定 め た こ とな ど が,留 学 地 選 定 の理

由 と して 考 え ら れ る。 ア メ リ カ留 学 の た め,映 画 を み る場 合 に も,映 像 を通 じ

て ア メ リ カの 風 俗 ・習慣 を身 つ け る努 力 をお こた らな か っ た とい わ れ る。

健 康 診 断 の 結 果,留 学 不 可 との 裁 定 が もた ら さ れ た 時 の信 蔵 の 無 念 さは 一通

りで は な か った 。 一 旦 は失 意 の 極 に あ っ た もの の,信 蔵 は 日本 に あ っ て留 学 生

に劣 らぬ研 究 成 果 を挙 げ ん もの との 固 い決 意 の も と に,以 後 海 外 文 献 の研 究 に

一 段 と力 を入 れ
,一 層 研 究 生 活 に専 身 す る よ うに な っ た 。 「以 来,家 に帰 って

も,ま っす ぐ机 に 向 っ て す わ りま した の で,当 時 子 供 で あ っ た 私 ま で,あ に よ

め で あ った 義 姉 に何 か 気 の 毒 な気 が し ま した 。 」 と 田 坂 常 氏 は 当 時 の信 蔵 を回

想 され て い る。

この逆 境 が か え っ て 信 蔵 を奮 起 させ,以 後 数 多 くの 著 作 を著 わす こ と に よ っ

て研 究 の 成 果 を世 に問 う こ と につ な が っ て行 く。 そ の 最 初 の 成 果 と して 上梓 さ

れ た の が 『一 般 図按 法 』 で あ る。

『一般 図 按 法 』 の 初 版 は ,1909(明 治42)年3月5日 に発 行 され て い る。 そ

の 自序 の しめ く く りに,「 明 治41年11月 上 旬,谷 中 の 僑 居 に於 て」 と あ るの で,

脱 稿 も この 頃 で あ ろ う。 基 本 的 構 想 は 先 述 の 通 り 「図 案 法 講 義 」 に よ って い る

が,『 一 般 図 案 法 』 は 約400ペ ー ジ,図 版198点 を含 む 詳 細 な デザ イ ン指 導 書 で,

こ れ を も っ て信 蔵 の 方 法 論 に一 区切 をつ け て い る。 内 容 ・表 現 と もに 「図 案 法

講 義 」 に比 べ て 一段 と格 調 が高 く,準 備 と原 稿 作 成 に は1年 余 の 才 月 が 費 さ れ

た の で は あ る まい か。 また,『 一 般 図按 法 』 の例 言 に お い て 示 され た 関係 原 書

は次 の 通 りで あ る が,最 も新 しい版 で1906(明 治39)年 と な っ て い る こ と も,

原 稿 着 手 を1907(明 治40)年 頃,す な わ ち留 学 の不 首 尾 も この 年 と推 定 させ る理

由 の 一 つ で あ る。

C.Armstrong‐Cusack'sFreehandOrnament

W.Crane‐TheBasesofDesign・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…1902(1898)

W.Crane‐LineandForm・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・… 一・・・・・・・・・・・・・・…1904(1900)
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L.F.DaPatternDesin19031903

C.Dresser‐PrinciplesofDecorativeDesign・ ・・・・・・・…(1873)

F.G.Jackson‐A.B.CofDrawingandDesign・ ・・・・・・・・・・・…(1900)

F.G.Jackson‐LessonsonDecorativeDesign・ … 一・・・・…1900(1888)

F.G.Jackson‐TheoryandPracticeofDesign・ ・・・・・・・…1894(1894)

ElementaryDesign

I-1-Cadness-DecorativeBrushWorkand

H.Mayeu‐AManualofDecorativeComposition

C.Martel‐PrinciplesofOrnamentalForms

J.Ward‐ThePrinciplesofOrnament・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…1896(1892)

J.Ward‐ProgressiveDesignforStudent・ ・・・・・・・・・・・・・・・…1902(1902)

Batchelder‐ThePrinciplesofDesign・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…1904

Rhead‐ThePrinciplesofDesign・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…"・1905(1905)

A.Bluck‐DieFormenlehre・ ・・・・・・・・・・・・…'・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…"""'・ ・1906

筆 者 注()内 に は 判 る 範 囲,初 版 年 を 入 れ た 。

こ れ ら は 、 信 蔵 が 読 破 し た 洋 書 の 一 部 に 過 ぎ な い で あ ろ う 。 『一 般 図 按 法 』

発 刊 の 年 の1月 、 信 蔵 は 愛 知 県 立 工 業 学 校 へ 転 出 の 為 、 居 を 名 古 屋 に 移 し て い

る が 、 転 居 の 際 書 物 丈 で も1700余 冊 、 荷 車 一 台 分 を 占 め た と 信 蔵 の 日 記 『金 城

僑 居 日 録 』 に 記 さ れ て い る 。 信 蔵 の 蔵 書 は 、 信 蔵 の 没 後 、 工 業 図 案 科 の 同 期 生

中 野 喜 平 に よ っ て 整 理 さ れ 、 ま と め て 郷 里 の 母 校 秋 田 師 範 に 寄 贈 さ れ た が 階 し

く も 戦 火 に よ っ て 失 な わ れ た と い う 。

『一 般 図 按 法 』 に つ い て は
、 内 容 紹 介 は 略 す る が 、 特 色 と し て 挙 げ ら れ る の

は 、 美 的 形 式 原 理 と し て の 造 形 用 語 を 系 統 だ て て 紹 介 し た 点 で あ る 。 こ の 点 に

つ い て も 別 稿 で 概 説 し た 。

『一 般 図 按 法 』 は 非 常 な 好 評 を も っ て 迎 え ら れ た 。 初 版 刊 行 の4ヵ 月 後 に は

訂 正 再 版 が 発 行 ざ れ 、1921(大 正10)年 に は 第8版 が 、 そ し て 信 蔵 の 没 後 の1924
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(大正13)年 に お いて す ら、 第10版 が刊 行 さ れ て お り、 わ が 国 に お け る方 論 の

プ ロ トタ イ プ と して,そ の 後 の デ ザ イ ン指 導 に長 く影 響 を与 え続 け て い る。 彼

の 紹 介 した構 成 原 理 ・ 「便 化 」 の 方 法 ・パ ター ンの 展 開 法 を と り入 れ た デザ イ

ン指 導 書 の例 は,枚 挙 に い とま が な い。

(s)

『一 般 図 按 法 』刊 行 の 前 年 の1908(明 治41)年11月
,信 蔵 は 東 京 高 等 工 業 学 校 よ

り愛 知 県 立 工 業 学 校 へ と転 任 の 命 を受 け た。 県 立 工 業 学 校 図案 科 長 福 井 江

亭 が 東 京 美 術 学 校 へ 転 出 す る あ と を受 け て,図 案 科 長 就 任 の 為 で あ る。 ち なみ

に,福 井 江 亭 の 前 任 者 は川 崎 千 虎 で あっ た 。 中 央 に お い て ,よ う や く研 究 の 成

果 が刊 行 と な り,声 望 を得 る直 前 の 出来 事 丈 に,こ の転 出 は彼 に とっ て喜 ば し

い もの で あ っ た とは 思 え な い 。 移 動 の理 由 は 明 ら か で な い が,信 蔵 の 力量 と人

事 移 動 内 容 との ア ンバ ラ ンス は世 人 に も奇 異 に感 ぜ られ た の か ,雑 誌 『現 代 之

図 案 工 芸 』 第48号 の 「図 案 工 芸 界 月 旦 福 井 江 亭 と小 室 信 蔵 」 に お い て 「(彼の 勤

勉 さ と雄 弁 と い う)特 色 の た め に 平 俗 な お座 な りの 東 京 の 図 案 界 か ら貅 よ くお ,

く り出 され た 気 味 が あ る」 と評 され て い る。 受 け 入 れ側 の 愛 知 県 立 工 業 学 校 長

柴 田 才 一 郎 す ら,同 じ く雑 誌 『現 代 之 図 案 工 芸 』 第8巻 第3号 の 小 室 信 蔵 追 懐

談 にお いて,「 その 学 識 は 一 県 立 の 工 業 学 校 教 諭 と して は 実 に勿 体 な い もの で ,

自分 は この 点 同 君 に対 して 常 に甚 だ お 気 の 毒 に思 っ て い た」 と述 べ て い る こ と

か ら して,月 旦 の評 も あ な が ち根 拠 の な い こ と と は言 い 切 れ な い も の が あ る
。

信 蔵 は,こ の 名古 屋 を拠 点 と して そ の後 も著 述 活 動 を続 け,没 年 の1922(大

正11)年2月9日 まで この 地 を動 くこ とは な か っ た。 名 古 屋 に お いて ,本 科

工 業 図 案 科 第1期 生 深 田藤 三 郎 との 親 交 を得 た こ とは ,信 蔵 の 著 述 活 動 に と っ

て この 上 な い 力 とな っ た 。 深 田藤 三 郎 の主 宰 す る深 田 図 案 研 究 所 よ り
,信 蔵 の

著 作 が 多 く刊 行 され て い る こ とは その 一 つ の現 れ で あ る。

『一般 図 按 法 』 発 刊 の2年 後 の1911(明 治44)年2月
,信 蔵 は本 科 工 業 図 案

科 明 治39年 卒 の 宮 本 忠 平 との 共 著 『日本 家 具 図 按 と製作 法 』 を発 表 した 。 『履
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歴 書 』 に お い て は,こ の 刊 行 を1912(明 治45)年 と して い る が,第1版 の奥 付

は 印 刷 ・発 行 と も明 治44年 と な っ て お り,45年 は信 蔵 の誤 記 と思 われ る。 「日

本 家 具 図 按 と製 作 法 』 は,明 治 期 に出 版 され た家 具 関 係 の 書 物 と して は3・4

番 目 に 古 い が,相 前 後 して 出 版 され て い る家 具 関 係 の 書 物 に比 べ て,家 具 の 製

作 法 が紹 介 され て い る こ と,家 具 の サ ンプ ル図 版 数 が群 を抜 い て 多 い こ と な ど

を特 徴 と して い る。

明 治 期 の 棹 尾 を飾 る信 蔵 の 著 作 は,『 稿 本 図按 用 語 図解 』(非 売 品)で,明

治 が 大 正 と改 ま る 前 月 の11月 に完 成 して い る。 残 念 な が ら未 見 で あ り その 内 容

を知 らな い 。

な お デ ザ イ ンの作 品 で は,今 日 な お信 蔵 の 息 吹 を伝 えて い る もの が あ る。 戦

前 ・戦 後 を通 じて わ れ わ れ に 名 染 み の 深 い 森 永 乳業 の エ ンゼ ル マ ー ク が そ れ で

あ る。

名 古屋 に お け る小 室 信 蔵 は 著 述 活 動 に と ど ま らず,愛 知 県 を初 め,京 都 ・新

潟 な ど各地 の デ ザ イ ン振 興 事 業 に参 画 し,デ ザ イ ンの 発展 に 力 を な して い る。

『履 歴 書 』 には ,そ の活 動 の 記 録 も細 か く記 さ れ て い るが,名 古 屋 時 代 の 大 半

は 大 正 期 に属 す る の で,紙 幅 の 都 合 上 こ の 期 間 につ い て は 他 日 を期 した い。 大

正 期 の 信 蔵 につ い て の 論 考 が進 まぬ 理 由 は 他 に も あ る。

1914(大 正3)年 の 工 業 図 案 科 の 廃 止 は 東 京 美 術 学 校 との 合 併 案 を含 み,製

版 な どの部 門 は 一時 美 術 学 校 内 に新 設 され て い る。廃 止 決 定 時 の 工 業 図 案 科 生

75名(選 科 ・附 属 工 業 教 員 養 成 所 を含 む)の 教 務 は,そ の 卒 業 まで 美 術 学 校 に

預 け ら れ て い る が,信 蔵 は この 合 併 の 反 対 と廃 止 徹 回 の陳 情 に,深 田藤 三 郎 と

共 に上 京 して い る。r松岡 寿 先 生 』に よ れ ば,松 岡 が 工 業 図 案 科 廃 止 の 件 を当 時 の

東 京 高 等 エ 業 学 校 長 手 島 精 一 よ り突 然 申 し渡 さ れ た の は7月21日 とな っ て い る。

信 蔵 の 上 京 は7月23日 と記 され て お り,そ の 行 動 の 素 早 さに は驚 く外 は な い 。

陳 情 の結 果 が 不 首 尾 で あ っ た こ とは そ の 後 の 経 過 が示 す 通 りで あ る が,こ の 件

を含 め た 東 京 高等 工 業 学 校 図 案 科 関 係 者 の 動 静 は,深 田 藤 三 郎 に よ り1914(大
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正3)年2月15日 創 刊 ざれ た雑 誌 『現 代 の 図 案 』(の ち に 『現 代 之 図 案 土芸 』,

『図 案 と工 芸 』 に それ ぞ れ 改題)に 記 載 が あ る と思 わ れ る。 残 念 な が ら管 見 の

範 囲 で は,第41号 以 降 が国 会 図 書 館 に収 蔵 さ れ て い るが,創 刊 後 第40号(大 正

6年9月)ま で の 分 は 今 の所 見 当 らな い 。 別 表 に み る よ う に,信 蔵 は この雑 誌

に も数 多 く執 筆 して い る の で,特 に1917(大 正6)年 ま で の信 蔵 の 活 動 を知 る

上 で 『現 代 の 図 案 』 は 不 可 欠 で あ るが,こ れ を欠 く現 状 で は,大 正 期 の信 蔵 に

つ い て の 論 考 を進 め る に 至 ら な い の が 実情 で あ る。

以 上,小 室 信 蔵 の 自筆 に な る 『編 年 体 履 歴 書 』 を も と に,彼 の 明 治 期 に お

け る活 動 を概 説 して み た。 『履 歴 書 』 には 公 的 活 動 の 記 録 の他,信 蔵 の結 婚 ・

子 供 の誕 生 ・家 族 との 離 別 な ど,私 生 活 に お け る様 々 な 出来 事 につ い て も記 載

され て い る。 これ らの 点 も信 蔵 の 実 像 を浮 び上 らせ る重 要 な 視 点 で あ ろ うが,

今 回 は こ れ をは ぶ かせ て い た だ い た。 多 くの ご批 判 と ご指 導 を お願 い す る次 第

で あ る。

本 稿 作 成 に 当 り,信 蔵 の孫 に当 られ る小 室 克 介 氏 ・信 蔵 の妹 田 坂 常 氏 ・信 蔵

の 長 女 宮 崎 尚子 氏 よ り貴 重 な資 料 の提 示 を いた だ き多 くの ご教 授 を得 た 。 また,

京 都 教 育 大 学 の 日野 永 一 先 生 か ら も多 くの 助 言 と資 料 の 提 供 を い た だ い た。 こ

の 場 を か りて厚 く御 礼 申 し あ げ ま す。
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この他,小 室 信 蔵 自身 の著 作 分 につ い て は,別 表 を参 照 された い 。
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3『 一 般 図 按 法 』 丸 善M42.3.5

4『 日 本 家 具 図 按 と製 作 法 』 〃 〃M44.2.1宮 本 忠 平 と の 共 著

5『 稿 本 図 案 要 語 図 解 』M45.11.非 売 品

7『 稿 本 図 案 学 精 義 』 深 田 図 案 研 究 所T2.12.5DenmanW.RossATheoryOf

PureDesignBostonandNew

Y・rk・1907の 訳 ・
一愛 知 郡 教 育 協 会 の 講 習 の た め 準 備 さ

れ た も の 。

7『 図 案 若 菜 集 』 〃 〃T4.4.22深 沢 宮 次 郎 と の 共 著

8『 実 用 配 色 法 』 〃 〃T7.1.20J.WardColourHarmonyα 癜

ContrastLondon:Chapmanand

Hall,1903の 訳

9『 形 象 芸 術 の 要 諦 』 丸 善T8.1.28ClaudeBragdon7▼heBeautitul

NecessityNewYork,1910の 訳 。

10『 図 案 の 意 匠 資 料 』 〃 〃T10.12.25
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1.雑 誌 関 係 小 室信 蔵 著 作 リス ト(1980.8.31作 成)

Noタ イ ト ル 発 表 機 関 発 行 年 月 日 備 考

1友 禅 の 年 代 姓 名 に就 きて 『図 按 』 第2号M35.2.2514～18P

2既 来 品 よ り図 按 研 究 〃 第11号M36.2.105～8P

3通 俗 図 案 法 〃 第18号M36.9,1027～31P

4〃(承 前)〃 第19号M36.10.1035～37P

5(通 俗 図 案 法 用 図 版2葉)〃 第20号M36.11.10

6通 俗 図案 法(其 三)〃 第21号M36.12.1028～31P

7知 者 と能 者 〃 〃 〃 〃3～6P

8清 韓 貿 易 業 の 諸 君 に告 く 〃 第24号M37.3.257～10P

9支 那 の 装飾 模 様 〃 第26号M37.5.251～5P

10〃(続)〃 第29号M37.8.2514～17P

11北 斎 の企 画 し自 ら監 督 工 作 せ る山 車 〃 第30号M37.9.258～10P

・2鑿 簷 翳 べ き余地は主 とし噺 〃 第33号M38…255-・P

13英 人 の 眼 に 映 ぜ る 日 本 の 図 案 〃 第34号M38.8.51～5P

14〃 〃(続)〃 第35号M39.10.512～16P

15支 那 装 飾 模 様 〃 第36号M39.2.318～20P

・6艫 鑾 騨 位の方向 を騨 に確定 ・ 〃 〃〃 〃22-23P
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・7図 画 教 育 の 蟻 蹴 ・て 『愛 矢゚ 275・M43・7…1-・P

18郷 土 芸 術 漫 言 『現 代 之 図 案 工 芸第41号 』T・ ・・・…7-22P

19図 案 源 流 雑 纂 〃 第42号T6.11.125～26P

20閣 龍 の墳 墓 〃 第43号T6.12.151～53P

21国 旗 と桜 色 と紅 白 の 幕 〃 第44号T7,1.12～6P

22離 鰭 黼 の魴 々にもこ堵 を 〃 第46号 …3.127-36P

23鏨 奎1三翳 考蓁鑼 に入学 したる 〃 第48号 ・・…1
,・ 一・P

24手 工科視察所感の{『 愛矢゚教鱗 蕚』T7.6・3°4～7P

25図 案 源 流 雑 纂(講 義)〃 第54号T7,11.1

26〃'〃 『獄 立馨 蒡 』T・ ・12・1

27定 光 寺 の 装 飾 〃 第56号T8.1.17～9P

28図 案 源 流 雑 纂(講 義)〃 第57号T8.2.1

29〃 〃 〃 第58号T8.3.1

30図 案 の 絶 対 的 権 威 〃 第76号T9.9.17～9P

・・簾 諜 離 鸚 ・ 蠍 之鬻 譁 』T…2・1 ,6-12P

32〃 〃 〃 第80号T10.118～9P

33埃 及 の配 饑 飾 蹴 い て 『図 案 と工芸7月号 』鹽T・3・…2・-22P


